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みんなの学校2010 第２回

被爆者の心の傷と、人間回復への道

2010年３月４日

岡山県労働者学習協会 長久啓太
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本日の話の前に

被爆者の証言の「言葉」の重さについて （資料：証言集もみながら）

◇被爆者の多くは「忘れられるものなら忘れたい」と思っている
＊頭からこびりついて離れない「あの日」の惨状と自分の体験

◇証言は、「あの日」の惨状、自分の体験・感情を思い出しながら…
＊思い出すだけで、相当な精神的・肉体的苦痛をともなう

◇では、なぜ、あえて「証言」をするのか･･･
＊核兵器廃絶・平和への希求。「伝え残したい」という強い気持ち。

本日のポイント

①生き残ったことを喜べない。消えない「心の傷」。

②人間をとりもどすたたかい－被爆者の苦悩と生き方
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①『夕凪の街、桜の国』より
（こうの史代、双葉社）

原
作
コ
ミ
ッ
ク

映画にもなりました。
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そっちではない
お前の住む世界は そっちではないと
誰かが言っている
８月６日 水を下さい 助けてください
何人見殺しにしたかわからない
堀の下の級友に今助けを
呼んでくると言ってそれきり戻れなかった
救護所には別の生物のように まん丸く膨れた集団が黙って座っていた
そのひとりが母だった
（略）

死体を平気でまたいで歩くようになっていた
時々踏んづけて灼けた皮膚がむけて滑った
地面が熱かった 靴底が溶けてへばりついた
わたしは 腐ってないおばさんを冷静に選んで
下駄を盗んで履く人間になっていた
（略）

あれから十年
しあわせだと思うたび 美しいと思うたび
愛しかった都市のすべてを思い出し
すべて失った日に引きずり戻される
お前の住む世界は ここではないと
誰かの声がする （P２３～２５）
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②被爆者の「心の傷」を具体的にみる

◇心のありようは、きわめて個別性が高く、
100人100様…。被爆者の個別性を越えた、
「心の被害」の共通性を考える。

◇その「心の被害」が、被爆者の生活や生
き方にどんな影響を与えているのか。

『ヒバクシャの心の傷を追って』

中澤正夫、岩波書店
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（１）記憶の欠損－見ているのに、見ていない

「見ても見えないという現象は、い
きなり襲った『恐怖・驚愕』、想像
することさえできなかった事態の
出現（一瞬にして消えたまち、大
量の異形の死体）に対する自我防
衛反応と考えられる。それは本能
にのみしたがった逃避行動であり、
視角入力の拒否である。これらを
通常のごとく入力していたのでは、
身がもたないからである」
（『ヒバクシャの心の傷を追って』）

資料

被爆者の証言集から
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（２）罪意識、自責感、自己否定、後悔…

「被爆から日がたってくると『あの
日』に無意識に、本能的にとってし
まった自分の行動がしだいに思い
出されてくる。その行動は人間とし
てどうであったかを自問するものと
なる」（前掲書）

「自責感をともなう鮮明な記憶は、
いくら経っても封印されることはなく、
逆に強化される。それは相対化さ
れることを拒むきわめて『個人的な
もの』となり、その結果、さらに被爆
者を苦しめ続けるという悪循環に
おちいっていく」（前掲書）

資料

被爆者の証言集から
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（３）感情麻痺、人間性の喪失－自己査定

「軽傷で余力のある人が大量の死体を
見、運び、名前も確認せず焼き、うめる。
非日常的な光景である。日常的な弔い
につきものの、情感の高まりをもってい
ては作業できない。死者に個人を感じな
い、人間を感じない、『麻痺状態』でなく
てはできない。その意味で、感情麻痺も
本能的に作動した自我防衛機制といえ
る。喜怒哀楽を感じるメカニズムにバリ
アを張ってしまったのである。それでもあ
とになって『モノのように扱ったこと』『何
にも感じなかったこと』は、人間として許
されないと、被爆者の心に深い傷として
刻印されていくのである」（前掲書）

資料

被爆者の証言集から
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（４）いまなお続く、引き戻らされ体験

◇ちょっとしたキッカケで、「あの
日」の状況が、恐怖と自律神経症
状をともなって脳裏に再現してし
まう。フラッシュバック。

◇場所、音、光、臭い。

◇「体験を語る」ことは、強烈な
「引き戻らされ」のキッカケとなる。

資料

被爆者の証言集から

（５）あきらめきれない（行方不明による死体未確認）

資料

被爆者の証言集から

戻ってくるのではないか…
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（６）死別の悲しみ（悲嘆）

「『時が経てば、苦しみはうすれる』と
多くの人は思うようである。たしかに、
時の流れによって変化する部分はあ
るのだろうが、悲しみそのものは消え
ることなく、死別の直後とはちがう悲し
みや思いが加わっていく。
時の流れは、遺族にとってやさしく、

また残酷なものでもある。死の直後の
ような激情が、突如おそってくるような
ことはなくなるものの、故人とともに過
ごす計画をたてていた日が近づいたり、
誕生日を迎える時など、悲しみにひき
もどされるきっかけは、日常生活のあ
らゆるところにひそんでいる」
（『死別の悲しみを超えて』

若林一美、岩波現代文庫）

死は残された者に
とって、その死をとり
込んだ新しい生のは
じまりのときでもある。

資料

被爆者の証言集から
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（７）原爆症の恐怖

「肉親、知人が被爆後障害になる、ある
いは死ぬというできごとは、『あの日に引
き戻される』一番強烈なきっかけとなる。
次はわが身と考えるからである。…（略）
健康を損なうことは『あの日』に連れ戻さ
れる、強いキッカケなのである。だがそれ
を、被爆者は口にしない」（『ヒバクシャの
心の傷を追って』）

資料

被爆者の証言集から
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（８）サイレント・マジョリティ

◇広島にて被爆した元軍医、肥田舜太
郎氏によると、いつでも求められれば
自分の被爆体験を語れる人は、数千
人のレベルであろうという。これは、被
爆者の５％ほど。

◇いまも自分が「被爆者である」ことを
語れないは、40～50％といわれている。

◇原爆と自分を対峙させることにより、
反原爆の思想を育てていく人も多い。
それらの人が被爆者運動を引っ張り、
核兵器廃絶のたたかいに立ち向かっ
ている。しかし、そこまで踏み切ること
がどんなに困難なことかを、私たちは
忘れてはならない。

いまも原爆のこ
とを語れない人
たちの中にこそ、
「心の被害」の
本質がある
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③人間をとりもどす－被爆者の苦悩と生き方

あらためて、原爆とは何か。

1人ひとりの人間の視点で問い直す。

「被爆者を理解しようと思うならば、常に人間
を否定する力としてのみ働く原爆と、それに
抗って生きていこうとする人間と、その二つの
力のつばぜり合いとして被爆者をとらえなけ
ればなりません」（石田忠『原爆被害者援護法』）

私たちは、被爆者の証言や苦難の人生、
そしてその生き方をとおして、原爆の本質にふれる。
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病気への不安

身近な人の死

引き戻らされる

差別や偏見

自責感・罪の意識

なくならない核

無気力

公的救済のなさ

生きる意欲の喪失
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被爆者の生きる支えはなんだったか。

「家族に囲まれて暮らすこと」（３９．８％）

「核兵器をこの地球からなくすために生きること」（３５．１％）

「安定した生活を築くこと」（３４．６％）

「援護法制定の日まで生き抜くこと」（３３．３％）

「多くの人とふれあうこと」（２７．４％）

「趣味に生きること」（２６．９％）

「原爆で死んだ人たちの霊をなぐさめること」（２４．２％）

「被爆の証人として語り継ぐこと」（２４．０％）

「地域や社会のために役立つこと」（２２．３％）

「被爆者の仲間のために役立つこと」（（２１．６％）

「原爆に負けないようにすること」（１６．５％）

■原爆とたたかうこと ■人とのつながりのなかで生きる

『原爆体験－6744人・
死と生の証言』

濱谷正晴、岩波書店
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「被爆者にとって、生きるということ
は、体のなか、心のなかの原爆とた
たかうことを意味した。原爆を消し
去ることも、原爆から逃げることもで
きないとすれば、それに立ち向かい、
それとたたかうことでしか生きようが
ないのである。それは、原爆によっ
て壊された、自分たちの人間性をと
りもどすたたかいでもあった」

『原爆と人間－21世紀への被爆の思想』

田川時彦、高文研
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１９２８年に長崎市で生まれる。
１６歳で被爆。下半身が動かな
くなり、被曝直後は生死の境を
さまようが、母の必死の看病で
命を救われる。しかし、体が動
かず、家の外に出ることもでき
ない。何度も死ぬことを考えた
が、母の愛情には勝てなかった。

彼女の人生を変えたのは、原
水爆禁止世界大会であった。
「長崎原爆乙女の会」に参加し、
第２回の長崎大会（1956年）で
は、母に抱きかかえられ、参加
者に被爆体験を訴えた。彼女の
訴えは、３０００人の参加者の心
をゆり動かす。

被爆者 渡辺千恵子さんの生涯から
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以後、必死のリハビリで車椅子で移動できるよ
うになり、長崎の被爆体験の語り部として、全国
津々浦々へ、「平和の旅」に出かけるようになる。

1985年、彼女の証言に感動した園田鉄美ら長
崎センター合唱団の若者たちが、合唱組曲「平
和の旅」をつくり、彼女が動けなくなった晩年に
は、合唱団が「平和の旅」へ出た。1993年に亡く
なるまでの、渡辺さんの苦悩とたたかい。どんな
思いで証言活動を続けたのか。彼女の思いを、
ぜひ聴いてほしい。

合唱組曲の4曲目から聴いてもらいます。語りは日色ともゑさん。
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「“にんげんをかえせ”の被爆
者の生き方を、大きな使命感
をもった人間共通の生き方へ
と転化させなければならない」

（田川時彦『原爆と人間』）

次回（３／１８）テ－マ 「原水爆禁止運動と被爆者のたたかい」


